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名称 盤名称
（盤No.） 名称 盤名称

（盤No.） 種類 対象部
屋 名称 Tag-No.

R-201 1次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟA出口Na圧力計装
弁(110A-V701) 110A-XE301 ○ －

R-201 1次系POFC A液位設定弁
(110A-V1) 110A-XE302 ○ －

R-201 1次系OF主ライン1 120-XE301 ○ －

R-201 １次系OF主ライン2 120-XE302 ○ －

R-201 IHX A出口管ﾄﾞﾚﾝ弁
(140-MV1A) 140-XE301A × フリーズシール

R-201 １次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟA入口管ﾄﾞﾚﾝ弁
(140-MV2A) 140-XE302A × フリーズシール

R-201 1次主冷却系逆止弁Aﾄﾞﾚﾝ弁
(140-V3A) 140-XE303A × フリーズシール

R-201 1次系POFC Aﾄﾞﾚﾝ弁
(140-MV4A) 140-XE304A × フリーズシール

R-201 IHX Aﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV5A) 140-XE305A × フリーズシール

R-201 IHX A出口管ﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV6A) 140-XE306A × フリーズシール

R-201 1次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟA出口管ﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV7A) 140-XE307A × フリーズシール

R-201 1次主冷却系逆止弁Aﾍﾞﾝﾄ弁
(140-V8A) 140-XE308A × フリーズシール

R-201 1次系ｶﾞｽ抜きﾎﾟｯﾄAﾄﾞﾚﾝ弁
(140-V9A) 140-XE310A × ラインドレン状態

R-201 1次系ｶﾞｽ抜きﾎﾟｯﾄAｵｰﾊﾞﾌﾛｰ止め弁
(140-V10A) 140-XE311A × ラインドレン状態

R-103 1次系OF主ライン3 120-XE303 ○ －

R-103 1次系OF主ライン4 120-XE304 ○ －

R-103 1次系OF主ライン5 120-XE305 ○ －

R-103 1次系OF主ライン6 120-XE306 ○ －

R-103 1次系OF主ライン7 120-XE307 ○ －

R-103 1次系OF/T入口弁
(120-MV1) 120-XE308 ○ －

R-103 1次系OF主ライン8 120-XE309 ○ －

R-103 1次系EMP A入口弁
(120-MV3A) 120-XE311A ○ －

R-103 1次系EMP B入口弁
(120-MV3B) 120-XE311B ○ －

R-103 1次系EMP A出口弁
(120-MV4) 120-XE313 ○ －

R-103 1次系EMP B出口弁
(120-MV6) 120-XE314 ○ －

R-103 1次系C/T １次戻り弁
(120-MV10) 120-XE317 ○ －

R-103 1次系ﾐﾆﾏﾑﾌﾛｰ配管A流調弁
(120-V13A) 120-XE320A ○ －

R-103 1次系R/V汲上配管Aﾍﾞﾝﾄ弁
(120-V14A) 120-XE321A ○ －

R-103 1次系R/V汲上配管Bﾍﾞﾝﾄ弁
(120-V14B) 120-XE321B ○ －

R-103 1次系ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ全移送配管止め弁
(120-V16) 120-XE323 × ラインドレン状態

タンク反対側にベローズ

R-103 1次系ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ部分移送配管止め弁
(120-V17) 120-XE324 × ラインドレン状態

タンク反対側にベローズ

R-103 1次系D/T類汲上配管止め弁
(120-V18) 120-XE325 × ベローズ側のみドレン状態

R-103 1次系D/T A1 140-XE314A1 ○ －

R-103 1次系D/T A2 140-XE314A2 ○ －

R-103 1次系D/T A3 140-XE314A3 ○ －

R-103 1次系D/T A入口元弁
(140-MV12A) 140-XE313A ×

タンク側にベローズはある
が連通孔にてラインはドレ

ン状態

R-103 1次系D/T A出口元弁
(140-V13A) 140-XE315A ×

タンクの反対側にベローズ
があり、ラインはドレン状

態
R-405 1次系ｶﾞｽ抜きﾎﾟｯﾄA 140-XE309A × 系統ドレン状態

R-102 1次系OF補助ﾗｲﾝ止め弁
(120-MV2) 120-XE310 ○ －

R-102 1次系EMP A1 120-XE312A1 ○ －

R-102 1次系EMP A2 120-XE312A2 ○ －

R-102 1次系EMP A3 120-XE312A3 ○ －

R-102 1次系OF主ﾗｲﾝﾄﾞﾚﾝ弁
(120-V11) 120-XE318 ○ －

R-102 1次系OF補助ﾗｲﾝﾄﾞﾚﾝ弁
(120-V12) 120-XE319 ○ －

R-102 1次系EMP A出口ﾄﾞﾚﾝ弁
(120-V15A) 120-XE322A × フリーズシール

R-102 1次系EMP A出口Na圧力計装弁
(120-V702A) 120-XE328A ○ －

R-202 1次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟB出口Na圧力計装
弁(110B-V701) 110B-XE301 ○ －

R-202 1次系POFC B液位設定弁
(110B-V2) 110B-XE302 ○ －

R-202 IHX B出口管ﾄﾞﾚﾝ弁
(140MV1B) 140-XE301B × フリーズシール

R-202 １次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟB入口管ﾄﾞﾚﾝ弁
(140-MV2B) 140-XE302B × フリーズシール

R-202 1次主冷却系逆止弁Bﾄﾞﾚﾝ弁
(140-V3B) 140-XE303B × フリーズシール

R-202 1次系POFC Bﾄﾞﾚﾝ弁
(140-MV4B) 140-XE304B × フリーズシール

R-202 IHX Bﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV5B) 140-XE305B × フリーズシール

R-202 IHX B出口管ﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV6B) 140-XE306B × フリーズシール

R-202 1次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟB出口管ﾍﾞﾝﾄ弁
(140-MV7B) 140-XE307B × フリーズシール

R-202 1次主冷却系逆止弁Bﾍﾞﾝﾄ弁
(140-V8B) 140-XE308B × フリーズシール

R-202 1次系ｶﾞｽ抜きﾎﾟｯﾄBﾄﾞﾚﾝ弁
(140-V9B) 140-XE310B × ラインドレン状態

R-202 1次系ｶﾞｽ抜きﾎﾟｯﾄBｵｰﾊﾞﾌﾛｰ止め弁
(140-V10B) 140-XE311B × ラインドレン状態

1次主冷却系
Bループ（主配
管、メ冷配管、
１次ポンプ、
弁、補助系機

器）

1次系Na漏えい
検出設備制御盤
（C-L321）

1次系Na漏えい(CLD)

1次補助Na系Na漏えい 原子炉中制
（C-C005）

1次主冷却系
Aループ（EMP-A
室、EMP-A廻り）

CLD
(EMP-A廻り)

A 1次主冷却系Na漏えい 主冷中制
（C-C004）

1次系Na漏えい(CLD)
1次系Na漏えい
検出設備制御盤
（C-L321）

1次補助Na系Na漏えい 原子炉中制
(C-C005)

1次補助Na系Na漏えい

1次系EMP･A内
Na漏えい(＊のみ)

1次主冷却系
Aループ（主配
管、１次ポン
プ、弁、補助系

機器）

B 1次主冷却系Na漏えい 主冷中制
（C-C004）

1次系Na漏えい(CLD)
1次系Na漏えい
検出設備制御盤
（C-L321）

CLD
（弁、補助系機器、

等）

原子炉中制
(C-C005)

原子炉中制
(C-C005)

CLD
（弁、補助系機器、

等）

警報（中央以外）

表１-１　通常運転（系統のナトリウム充填状態）における機器・弁付CLD監視範囲のナトリウム有無一覧表（1次冷却系）
　　　　　注）ナトリウム充填ドレン操作中は、全て充填部位となる。但し、※については充填部位とはならない。

左記×の理由
通常運転時、機器・弁
ベローズ側(検出ライ
ン)にNaが存在するか？

警報（中央制御室） 検出器
漏えい区画

通常運転時の機器および弁の
ナトリウム保有の有無につい
て明確にした。

�7 ^
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１．１次冷却系、１次メンテナンス冷却系 
運転員による誤警報の確認 漏えいに係る£¢<� r' £¢<逸脱宣言後の対応措置 
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誤警報と
判断でき
ない場合 

保守担当課による誤警報確
認に要する時間と確認方法�

誤警報と判断できない場合
のプラント運用・対応措置�

備   考 
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配管には２次メ冷系分：４個含む 

１次主冷却系 
区  画�
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系統別、監視装置別に監視対象部位、検出能力、多重性、代替
監視装置、運転員と保守担当課の対応内容と所要時間(目安)、
誤警報と判断できない装置を明確にした。 
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運転員による誤警報の確認 漏えいに係る£¢<� r' £¢<逸脱宣言後の対応措置 
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<�?éP.h�
X�v\ ��NW�
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����¾��

誤警報と
判断でき
ない場合 

保守担当課による誤警報確
認に要する時間と確認方法�

誤警報と判断できない場合
のプラント運用・対応措置�

備   考 
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â â� â 建設時のナトリウム受け入れライン用
弁のため、配管内にナトリウムなし 

＊１ （ ）内は保安規定における監視装置の種類を示す。 
＊２ ナトリウム漏えい規模は、大漏えい：afD6fOklô[以上、中漏えい：6D6fOMafD6fOklô[、小漏えい：6M6D6fOklô[、微少漏えい：f36M6klô[ 
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２．２次冷却系、２次メンテナンス冷却系 
 

運転員による誤警報の確認 漏えいに係る£¢<� r' £¢<逸脱宣言後の対応措置 
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誤警報と
判断でき
ない場合 

保守担当課による誤警報確
認に要する時間と確認方法�

誤警報と判断できない場合
のプラント運用・対応措置�
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コールドトラップの一部、水漏えい検
出設備ユニット 
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Pu停止、系統ドレン後、
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＊１ （ ）内は保安規定における監視装置の種類を示す。 
＊２ ナトリウム漏えい規模は、小漏えい：1～1×103klô[、微少漏えい：0.1～1klô[ 
＊３ 開放型とは、検出端を目視で確認できるタイプをいう。 

�



 表－２ ナトリウム漏えい監視装置単一警報発報時の対応整理表  

^- 31 -

�¡9©��y�;Y<pq@r¬h�
�

運転員による誤警報の確認 漏えいに係る£¢<� r' £¢<逸脱宣言後の対応措置 
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����¾��

誤警報と
判断でき
ない場合 

保守担当課による誤警報確
認に要する時間と確認方法�

誤警報と判断できない場合
のプラント運用・対応措置�

備   考 
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運転員による誤警報の確認 漏えいに係る£¢<� r' £¢<逸脱宣言後の対応措置 
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＊１ （ ）内は保安規定における監視装置の種類を示す。 
＊２ ナトリウム漏えい規模は、小漏えい：1～1×103klô[、微少漏えい：0.1～1klô[ 
＊３ 開放型とは、検出端を目視で確認できるタイプをいう。 
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警 報 名 称 ：１次系 Na 漏えい検出計装盤故障 ﾛｹｰｼｮﾝ：１７Ａ 
 

盤 番 号 ：Ｃ� Ｌ３２１  計器番号 �  

シーケンス番号 ：ＥＱ４２１�４２６、ＥＱ４２８  設 定 値 �  

   通 常 値 �  
 

  
警報設置目的 

1 次系 Na 漏えい検出計装盤の電源系異常を検知す
る。 

 

原 
 
 
 
因 

 
１．1次系 Na 漏えい検出計装盤 1�5(C-L311-1�5)の以下のサーキットプロテクタ OFF 
(1) EQ421CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 1：A 1 次主冷却系 SID） 
(2) EQ422CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 2：B 1 次主冷却系 SID） 
(3) EQ423CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 3：C 1 次主冷却系 SID） 
(4) EQ424CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 4：1次 Na オーバフロー系（Aループ関連）SID） 
(5) EQ425CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 5：1次 Na 純化系（Bループ関連）SID） 

 
２．1次系 Na 漏えい検出計装盤 6(C-L311-6)の以下のサーキットプロテクタ OFF 
(1) EQ426CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 6：110 系 DPD） 
(2) EQ428CP01（1 次系 Na 漏えい検出計装盤 6：120,430 系 DPD） 

 

結 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
果 

 
１．原因 1の場合は、SID 変換器電源喪失により、SID 方式による以下の系統の Na 漏えい検出不能 
(1) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 1：A 1 次主冷却系 
①A R/V 出口配管 IHX(SID) ②IHX A 出口配管 POFC(SID) ③A R/V 入口配管ポンプ(SID) 
④A 主冷却系小口径配管(SID) ⑤A 主冷却系関連室(SID) 

 
(2) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 2：B 1 次主冷却系 
①B R/V 出口配管 IHX(SID) ②IHX B 出口配管 POFC(SID) ③B R/V 入口配管ポンプ(SID) 
④B 主冷却系小口径配管(SID) ⑤B 主冷却系関連室(SID) 

 
(3) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 3：C 1 次主冷却系 
①C R/V 出口配管 IHX(SID) ②IHX C 出口配管 POFC(SID) ③C R/V 入口配管ポンプ(SID) 
④C 主冷却系小口径配管(SID) ⑤C 主冷却系関連室(SID) 

 
(4) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 4：1次 Na オーバフロー系（Aループ関連） 
①1次系 OF/T(SID) ②R/V 汲上配管 A(SID) ③R/V 汲上配管 B(SID) 
④1 次系 EMP A 回り配管(SID) 

(5) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 5：1次 Na 純化系、1次メンテ冷系（Bループ関連） 
①1次系 EMP B 回り配管(SID)  ②1 次 Na 純化系室(SID) ③1次メンテ冷系関連室(SID) 

 
２．原因 2の場合は、DPD 変換器電源喪失により、DPD 方式による以下の系統の Na 漏えい検出不能 
(1) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 6(EQ426CP01)：110 系 DPD 
(2) 1 次系 Na 漏えい検出計装盤 6(EQ428CP01)：120,430 系 DPD 

 
 

 

窓の色別 通報連絡 

赤 橙 白 �  

漏えい監視機能に関し
てより明確にした。 
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 操作・確認場所 
 

操 作 項 目 
盤(部屋番号) CRT 画面 No. 

確認・注意事項 

     
 １．1 次系 Na 漏えい検出計装盤の以下のサ

ーキットプロテクタの状態を確認し、
トリップしているサーキットプロテク
タを「OFF」とする。 

 

   

 
 
 
処 

(1) EQ421CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 1 
(C-L311-1) 
(A-512) 
 

 A 1 次主冷却系 SID 用
電源 
本 CP トリップ時は、1
次主冷却系関連室 Na
漏えい検出(SID)記録
計電源も喪失するた
め、B,C 主冷却系関連
室(SID)の指示も欠測
する。 
 

 (2) EQ422CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 2 
(C-L311-2) 
(A-512) 
 

 B 1 次主冷却系 SID 用
電源 

 (3) EQ423CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 3 
(C-L311-3) 
(A-512) 
 

 C 1 次主冷却系 SID 用
電源 

 (4) EQ424CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 4 
(C-L311-4) 
(A-512) 
 

 1次 Naオーバフロー系
（Aループ関連）SID）
用電源 

 (5) EQ425CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 5 
(C-L311-5) 
(A-512) 
 

 1 次 Na 純化系、1 次メ
ンテ冷系（B ループ関
連）SID） 

置 (6) EQ426CP01 
 

1 次系 Na 漏え
い検出計装盤 6 
(C-L311-6) 
(A-512) 
 

 110 系 DPD 

 
 
 
 
 

(7) EQ428CP01 
 

〃  120,430 系 DPD 
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 操作・確認場所 
 

操 作 項 目 
盤(部屋番号) CRT 画面 No. 

確認・注意事項 

     
 ２．「1 次系 Na 漏えい検出計装盤故障」警

報が発報した旨を連絡責任者及び発電
課長に連絡する。 

 

   

  
 原因１の場合  

 

   

 
処 

３．1次系Na漏えい検出計装盤1�5が故障
した場合は、故障した SID による Na漏
えい監視ができないため、健全な
SID、DPD、及びNa液位等により、Na漏
えい監視を継続する。 

 

   

  
 原因２の場合  

 

   

 ４．1 次系 Na 漏えい検出計装盤 6 が故障し
た場合は、故障した DPD による Na漏え
い監視ができなくなるため、SID 及び
Na液位等により、Na漏えい監視を継続
する。 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

 

故障時の代替監視につい
て明確にした。 
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種類 対象部屋 名称 Tag-No. 名称
盤名称

（盤No.）
名称

盤名称
（盤No.）

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110A-XE003A

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110A-XE003B

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110A-XE003C

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110B-XE003A

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110B-XE003B

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110B-XE003C

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110C-XE003A

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110C-XE003B

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110C-XE003C

R-101 １次主冷却系出口配管(SSL以上) 110A-XE002 A 1次主出口配管(SSL以上)Na漏えい

R-101 １次主冷却系出口配管(SSL以上) 110B-XE002 B 1次主出口配管(SSL以上)Na漏えい

R-101 １次主冷却系出口配管(SSL以上) 110C-XE002 C 1次主出口配管(SSL以上)Na漏えい

R-101 １次主冷却系出口配管(SSL以上) 110-XE008

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110-XE010

R-101 １次主冷却系出口配管(SSL以上) 110-XE009

R-101 １次主冷却系入口配管(SSL以上) 110-XE011

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE004A R/V上部(SSL～NSL)1Na漏えい（SID）

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE004B R/V上部(SSL～NSL)2Na漏えい（SID）

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE004C R/V上部(SSL～NSL)3Na漏えい（SID）

R-101 １次主冷却系出口配管(G/P内) 110-XE006
1次主出口配管(G/P内)Na漏えい
（SID）

R-101 １次主冷却系入口配管（G/P内) 110-XE012
1次主入口配管(G/P内)Na漏えい
（SID）

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE005A R/V上部(SSL～NSL)1Na漏えい（DPD）

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE005B R/V上部(SSL～NSL)2Na漏えい（DPD）

R-101 原子炉容器上部（SSL～NSL） 110-XE005C R/V上部(SSL～NSL)3Na漏えい（DPD）

R-101 １次主冷却系出口配管(G/P内) 110-XE007 1次主出口配管(G/P内)Na漏えい(DPD)

R-101 １次主冷却系入口配管（G/P内) 110-XE013
1次主入口配管(G/P内)Na漏えい
（DPD）

機器付き
SID(小口径

配管)
R-101 原子炉容器室内１次系補助配管 110-XE014 R/V室内1次系補助配管Na漏えい(SID)

機器付き
DPD(小口径

配管)
R-101 原子炉容器室内１次系補助配管 110-XE015 R/V室内1次系補助配管Na漏えい(DPD)

誘導固定点
式液面計
（G/V内）

R-101
原子炉容器ｶﾞｰﾄﾞﾍﾞｯｾﾙ内ﾅﾄﾘｳﾑ漏え
い

110-XE001 R-G/V内Na漏えい

R-201 1次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟA出口Na圧力計装弁 110A-XE301

R-201 1次系POFC A液位設定弁 110A-XE302

R-201 1次系OF主ライン1 120-XE301

R-201 １次系OF主ライン2 120-XE302

R-201 IHX A出口管ﾄﾞﾚﾝ弁 140-XE301A

R-201 １次主循環ﾎﾟﾝﾌﾟA入口管ﾄﾞﾚﾝ弁 140-XE302A

R-201 1次主冷却系逆止弁Aﾄﾞﾚﾝ弁 140-XE303A

R-201 1次系POFC Aﾄﾞﾚﾝ弁 140-XE304A

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型
制御盤2
（C-L332-2）

表3-2-1　ナトリウムの漏えい監視装置一覧表
（1次系・1次メンテナンス冷却系）

漏えい
区画

検出器 警報（中央制御室） 警報（中央以外）

R/V室内Na漏えい
原子炉中制
（C-C005）

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型
制御盤2
（C-L332-2）

R/V室内Na漏えい
原子炉中制
（C-C005）

R/V室内Na漏えい
原子炉中制
（C-C005）

1次主出口配管(SSL以上)Na漏えい
(DPD)

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型
制御盤2
（C-L332-2）

原子炉中制
（C-C005）

R/V室内Na漏えい 1次主出口配管(SSL以上)Na漏えい
(SID)

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型
制御盤2
（C-L332-2）

補助冷中制
（C-C003）

R/V室内Na漏えい
原子炉中制
（C-C005）

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型
制御盤2
（C-L332-2）

A 1次主入口配管Na漏えい

B 1次主入口配管Na漏えい

C 1次主入口配管Na漏えい

原子炉
容器室

誘導固定点
式液面計
(入口配管)

誘導固定点
式液面計
(出口配管)

機器付き
SID

(SsL以上出
入口配管)

機器付き
DPD

(SsL以上出
入口配管)

機器付き
SID

(SsL以下出
入口配管、
本体周り)

機器付き
DPD

(SsL以下出
入口配管、
本体周り)

CLD（弁、
補助系機器

等）

1次主冷
却系

Aループ
（主配
管、１
次ポン
プ、
弁、補
助系機
器）

A 1次主冷却系Na漏えい
主冷中制
（C-C004）

1次系(Ⅱ)Na漏えい
検出ｶﾞｽｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ型

制御盤2
（C-L332-2）

R/V室内Na漏えい
原子炉中制
（C-C005）

1次系Na漏えい(CLD)
1次系Na漏えい
検出設備制御盤
（C-L321）

原子炉中制
(C-C005)

1次補助Na系Na漏えい

漏えい監視装置の検出器,
名称・番号を明確にした。
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表5-1　　ナトリウムの漏えい監視装置の代替監視整理表（1次系・1次メンテナンス冷却系）
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代替装置の
有　無

（代替装置名）
設置個数保安規定における監視装置の種類 備　　　考

監視対象

漏えい量
＊1 多重性の有無設置区画 ナトリウム漏えい監視装置の種類 監視対象部位

④差圧式検出器（DPD） ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器 機器・配管 17 微少漏えい以上 無
有

（ＳＩＤ）

⑤ナトリウムイオン化式検出器（セルSID） ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器
機器・配管・弁
（雰囲気）

5 小漏えい以上 無
有

（セルＤＰＤ）

⑥差圧式検出器（セルDPD） ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器
機器・配管・弁
（雰囲気）

5 小漏えい以上 無
有

（セルＳＩＤ）

⑦放射線イオン化式検出器（ＲＩＤ） ガスサンプリング型ナトリウム漏えい検出器 ２次系配管 6 微少漏えい以上 無 無

⑧床下雰囲気温度計 雰囲気温度計 機器・配管 ３　×６ 中漏えい以上 有
有

（ＳＩＤ、ＤＰＤ
セルＳＩＤ、ＤＰＤ）

保安規定第３３条別表３３－３
1次オーバフロータンク室、１次ダンプタンク（Ａ）（Ｂ）室、１次オーバ
フロー系電磁ポンプ室、１次純化系ドレンタンク室及び配管室温度

①エリアモニタ 放射線線量率計 機器・配管 3 大漏えい 有
有

（ＳＩＤ、ＤＰＤ
セルＳＩＤ/ＤＰＤ）

保安規定第３３条別表３３－３
原子炉格納容器内エリアモニタ

②床上雰囲気圧力計 雰囲気圧力計 機器・配管 3 大漏えい 有
有

（ＳＩＤ、ＤＰＤ
セルＳＩＤ/ＤＰＤ）

保安規定第３３条別表３３－３
原子炉格納容器床上雰囲気圧力

機器
（Naサンプリング装置）

4 小漏えい以上 無 無

機器
（Naサンプリング装置内サン

プリング管接続部）
2 小漏えい以上 無 無

②火災感知設備 火災感知設備
機器

（Naサンプリング装置）
1 小漏えい以上 無 無

原子炉補助建物 ①接触型ナトリウム漏えい検出器（CLD） 接触型ナトリウム漏えい検出器
弁

（ベローズ部、配管にＮａ無
し）

2 小漏えい以上 無 無
建設時のナトリウム受け入れライン用弁のため、配管内にナ
トリウム無し。

1次系Naサンプリング装置

①接触型ナトリウム漏えい検出器（CLD） 接触型ナトリウム漏えい検出器

格納容器運転床

＊1　ナトリウム漏えい規模は、大漏えい：50×10
3
ｋｇ/ｈ以上、中漏えい：1×10

3
～50×10

3
ｋｇ/ｈ、小漏えい：1～1×10

3
ｋｇ/ｈ、微少漏えい：0.1～1ｋｇ/ｈ

１次系、1次メ冷区画
（A、B、Cメ冷ループ）
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表5-2　　ナトリウムの漏えい監視装置の代替監視整理表（2次系・2次メンテナンス冷却系）
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表5-3　　ナトリウムの漏えい監視装置の代替監視整理表（EVST系）
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